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中 ネす ??? 津
Balzacが íhomme supérieur に捧げる J (Pl. XI , p. 9:35) とする Physiologie
du Mどlriage (1824-9) の中で，男子に伍する教育を受け最高度の能力を持つ
女性は femme supérieure と名付けられた。この詰が目立って使われている
La Muse du D?artcmcnf: (184:3-4) においてはーその執拘とも言える多用の
ため女主人公 Dinah de La Baudraye に対-する作者の榔撒が感じられる。事実，
『人間著-劇』の中で女性の大作家として扱われる Camille Maupin にはこの詰'
は使われず，彼女は í20 -U任紀にせいぜい 20人出るか出ないかの grandes




1 Femme sup白・ieure の俗物性
La Femmc supétùurc の題名を最初に与えられた作品は， Les E"ψiοyés 
( 1837) である。しかし夫を成功させようとする野心的な femme supérieure, 
C駘estine Rabourdin の計画は挫折し，また，作品の主題が夫の職場の人間関
係へと変更されたので題名も変わった。夫の失脚が決定的となったH寺 Céles­
tine は彼の真の人格を理解し野心を捨てる。この時彼女は自分が vulgaire な
女であることを百定する (Pl. \~I ， p. 1098) 。彼女はもはや femme sup駻ieure 
と呼ばれていない。
La Musc の場合は次のようである。
ほどほどに財産を持つ庶民の出の優れて賢い Djnah Piédefer はブールジュ
で一流の女学校の中で才媛の名をほしいままにしている。この栄誉を永続させ









向が暗示されている。この城に客を招いて， Mme cle La Baudraye はサン
セールの町で femme supérieure の名声を馳せる。
しかし Lousteau を追ってパリに出た時，彼女は supérieure と呼ばれなくな
る O 夫ではない男と同棲し，その子供を生んだことは社会との断絶を意味する。




N, p. 755) 。また Lousteau にも， ["わたしって何なの。世間の外に出た女よ o
(. • .)わたし達は社会の協定の外に生きているのではなくって?J (Pl. N, p. 
772) と言う。社会が最も許さないこと，それは法に触れることである。法を
基盤とする結婚を無視することは従って世間から脱落したことになる。このよ
うな女性が supérieure であることは出来な L、。|吐の妻たちより低い地位に転
落したことになる Dinah にこの形容詞は相応しくな L 、。
ここに世間と言っているのはパリの社交界と殆ど同意義と解してよいことは，
Rose Fortassier の Lω MOJldaÎns de la Cum馘ie humainc における分析を見れ
ば明らかである。 (le monde est 1a soci騁? par excellence) (p. 4~5) と述べて
いる。 La M'ISl> ~こ拙かれている 1840年頃の社交界で力を持っていたのはブル




栄によって私達を繋ぎとめるものよ J (Pl. 1V, p. 757) 。また Célestine と全く
同じように， (J e ﾍle serai pas vulgaire) (Pl. N, p. 775) と言っている。
11 Femme supérieure と petit hommc の戦い
作者のde La Baudraye 夫妻への呼び名は注 H に値する。男爵，さらには伯
爵の位や，土地や城の1 1'産はすべて夫の努力と~.覚のみにより得られたもので
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あるのに，常に Mme de La Baudraye と敬意をもって呼ばれるのは妻である。
城が手に入れば直ちに la châtelaine，夫が伯爵になると早速 la comtesse と作
者は呼んでいる。一方夫の名の前には執拘に petit がつけられる。 le ch縟elain 
は一度もなく， le comte de La Baudraye は最後の場面に一度だけである。そ
れよりも作者が好んで用いるのは， le vigneron, le petit homme とか nam，
avare, insecte などのあだ名である o この事実は何を意味するのだろうか。
17歳の時に， 44歳の虚弱な小男と結婚した大柄美人の Dinah は，当初は夫
を思いの侭に操縦できると思っていた。しかしその当ては外れる。物語の冒頭，
結婚の五年後，すでに夫は領地を驚異的な早さで広げることに成功しているが，
「その喜びがディナーの苦しみの埋め合わせになったとは確言できな L 、 J (Pl. 
町， p. 639) と書かれている。彼女は幸せを求めての十年以上の模索の後にも，
ますます幸せから遠のいているばかりである。
Bernard Guyon は Garnier 版の解説に， I ドゥ・ラ・ボードゥレーが勝利
者」であり， rショーの実際の進行係である J (p. 97) と書いている。けれど
も彼は Balzac の作品によく見られる華々しい活躍で勝利を得る主人公ではな
L 、。客音漢 Grandet や Gobseck の仲間であることはどの解説にも指摘されて
いるし，また病弱の肉体を大事に使って思いがけず生き長らえているところは，
Balzac の父の持論や Les Chouans の老骨董商の哲学の実践者である。「ラ・
ボードゥレー青年が生きたのは 修道士的規則正しさ 運動の節約のおかげで
ある J (Pl. N, p. 633) 。このような男と若い野心的な美人との，サンセールの
人々に (mariage insens? (Pl. N , p. 636) と|喧伝されるこの結婚の真相は Bal­
zac 特有の謎めいた表現の裏に見え隠れしている。 Phisi・οlogic の「第一の命
題」を思い出せば、更にはっきりと見えてくるであろう。「結婚とは絶え間ない





して，しかも相手に勝つには どんな方法があるだろうか。ここで Balzac が
持ち出すのは，徹底した経済性である。このような場合の経j済斉剤，↑性|
分は何も消費せず 相手の武器を利用する方方n:法去である。 i戦i成究い方方.をこうと i決夫めれ





ればならない。彼らは共に地位向上という野心を持っていた。 Dinah Pi馘efer 
は彼の望みにぴったりの結婚相手であったわけである。枢機卿が彼女の嫁ぎ先
を探していた時，どの家庭でも「シャマロル女学校のお嬢さんたちの中で一番
の才媛で通っている公女然、とした風格の娘J (Pl. N, p. 635) に恐れをなして
敬遠した中で， de La Baudraye だけは自ら名乗りを挙げた。「枢機卿はドゥ・
ラ・ボードゥレー氏に出会えてとても嬉しかったが， ドゥ・ラ・ボードゥレ一










僧でもある l'abbé Duret は彼女に幾度となく警告する。「憎しみは小心者に特
有なもので，復讐は偉大な心の持ち主が従う法則の結果です。神様は復讐され
るが憎みはされなし、。憎しみは狭い心の悪徳です。(. • .)だからドゥ・ラ・
















Balzac は Dinah を世俗的な野心の持ち主として軽蔑してはいない。「彼女
の表面的な supériorité は偽りのもので，隠れた supériorité が真実のもので
あった。才知が短所となって滑稽に見えても，心の長所において偉大であっ
たJ (Pl. N, p. 651) 白 Balzac は『人間喜劇』の中で常に敬意をもって拙かれ
る宗教，法律，医学に従事する男性たちを彼女の病の治療に当たらせる。まず










るまいと決心しそれを守ったJ (Pl. N, p. 665) 。
司祭の死後，より世俗的な第二の治療法が医師により考え l11 される。恋愛で
ある。 Bianchon は友人の Lousteau に彼女を誘惑するよう|唆す。これは夫の
思う事:で、あって，その結果彼女ではなく夫が最後の勝利を収めることになる。
Balzac はこの作品では心の問題が大きい役割を果たすと言っている (Pl.山，
p. 636) 。パリに出た Dinah は一切の物質的な欲求を捨てる。この部分の彼女
が作品中で最も読者をひきつける。 Bernmd Guyon によれば「恐ろしく，見
事な恋の物語である。気高くてグロテスクな，輝かしくて同辱的な情事J
(Guyon, op. cit., p. 87) である。彼女は Lousteau の幸せのために身をつくす。
「彼の幸せがわたしの罪滅ぼしになるでしょう J (PI. lV , p. 759) と自己弁護す




頭脳の愛.情熱の愛，きまぐれの愛，趣味の愛J (Pl.町、 pp. 771-2) 。子供を
生んで豊かな母性愛が加わった Oinah は 恋人への愛に母性愛さえも加える。
「わたしは彼の母になるのJ (Pl. lV, p. 774) と言う。
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当然、のことながらこれは報し、のない愛である。相手が Lousteau である。c1e
La Baudraye が土地にしがみついた俗物であるとすれば， Lousteau は文学の
世界の俗物である。 Dinah にとって真実であるものが 彼にとってはお芝居




である J (PI. XI , p. 982) と書かれている。また優れた女が優れた男を必ずし
も好むとは限らないというのも Balzac の持論で Bianchon と Lousteau のど
ちらもが Dinah の恋人になる可能性があった時にも「彼女自身が偉大である
ので偉大よりはエスプリの方を受け入れやすかった。愛は通常類似よりはコン
トラストを好むものである J (Pl. N, p. 719) として作者は Dinah に Louお特別
を選ばせている。
IV 子供の役割







Laure Surville の Balzac 伝に「最近では，子供が家族の中で重要視されてい
ることが多いが，私達の~t. まれた頃にはそのようなことはなかったJ (p. 4) 
とある。ブルジョアは，自ら獲得し増やした財産や地位を継承し更に発展させ
る為には優秀な子孫を必要とする。c1e La Baudraye は子供の出産と教育には
パリの文化が最適であるという理由で，安をパリに住まわせているのだと宣伝
している。
Dinah が生んだ Lousteau の子供を夫の戸籍に入れるのは 医者と司法官の
仕事である。 医者の Bianchon は de La Baudraye 夫妻の秘衝をいちはやく見
破り，妻の病気を治すための恋愛は夫にとっても有利であると診断した。その
後始末として，生まれた子供の身分の保守ïEをしてやることは義務と言えるだろ




























の恋愛を阻止するためには力をつくした司法官 de Clagny が，彼女の詩集の
発行を阻止せず，これには積極的に協力したことの裏にも， Balzac が子育て
と詩作が共存し得ないと考えていたことが窺える。 cle Clagny 自身が意識して
いたかどうかは別として，この役割は結果として de La Baudraye が虚偽の子
供を持つことを阻止することになる。彼の強し、意志のTMj にこの計画が挫折した
ので， de Clagny はせめて法的にだけでも形を整えて， Dinah と子供たちを社
会から守った。しかしそのため彼は司法官でありながら虚偽の戸籍造りを率先






やる J (Pl. N, p. 777) ことに成功するのである。公序良俗に従った平和な生
活に戻ることに Dinah が同意すると直ちに司法官が「仕事の仕上げをする」
(Pl. N, p. 777) 。彼女が名誉を回復するためには，夫の許に帰って法に違反し
ない生活をしているところを世間に見せ，更に敬度なキリスト教徒として慈善
事業に励まなければならない。パリでの彼女のサロンは成功し，とりわけ信心
深い女性たちの間で人気を博するまでになる。すべて de Clagny と母の援助
のお蔭である。彼女は une femme hors ligne (Pl. N, p. 784) となり， vralｭ
ment sup駻ieure (Pl. N , p. 783) となる。この H手び名は La Fem1llc Auteur 




Dinah の心の病を最初に治そうとした Duret 神父は彼女の詩を見て効果の
ありすぎたことに驚く。「もうおやめなさい。あなたは女ではなく詩人になっ





この作品の最後の行と， Mω1011刊 de deu:r jeu J1ωMω-iées (1841) のそれと
は類似し，且つ対照的である。 Mémoires を締め括る夫への手紙の中の Ren付
巾 L'Estorade の(je veux voir 附s en山fa削I
d白e moωi!つ) (Pl. 1, p. 4ωO~3め)と言う言葉葉，には，彼女の母親としての強い自信がに
じみ出ている。一方， La Muse の最後の (voici mes enfants ! )と言う de La 
Baudraye と，それに統いて (Ah ! voil? nos enfants) (Pl. lV , p. 791) と言う
意地悪な彼のいとこの傍には Dinah はいなし、。またこの少し前， Dinah が夫
の許へ帰る 11寺から，夫の名の前に作者は petit を付けることを止め，最後には
le comte を付けていることにも注目すべきである。
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